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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インサート、ピストンおよびキャップを含んでおり、前記インサートと前記ピストンと
によって貯蔵槽が画定されており、前記インサートは、円筒状固定壁と、そこへ連結され
ているとともに貯蔵槽の内部におけるガス圧の作用によってそこに対して可動である可動
壁とを備え、前記可動壁は、その中に形成された放出用窓穴を有し、前記キャップは、閉
鎖板を備え、その外縁と一体に垂下状スカートが設けられ、これによって前記キャップを
容器に固定することができ、前記閉鎖板は、前記インサートへ向かうこの閉鎖板の動きに
よって、前記ピストンがまた同じ方向への動きとなるように前記ピストンと協働し、前記
ピストンは、前記円筒状固定壁の内面との摺動封止を形成しており、バルブ部材が、前記
ピストンと一体であり、かつ、前記放出用窓穴の中に摺動可能に受け入れられて、その放
出用窓穴を封止している、複数構成材料用容器のための密閉体。
【請求項２】
　前記可動壁は、反対向きの少なくとも２本の環状折り目によって前記固定壁へ連結され
ている請求項１に記載の密閉体。
【請求項３】
　前記閉鎖板は、前記ピストンを構成する円筒状部分を含んでいる請求項１または２に記
載の密閉体。
【請求項４】
　前記インサートは、前記キャップの前記円筒状部分に留められている請求項３に記載の
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密閉体。
【請求項５】
　別のピストンを含み、そのピストンの一部が前記閉鎖板の一部分によって係合されてい
る請求項１または２に記載の密閉体。
【請求項６】
　前記ピストンに流体用開口が形成されている請求項５に記載の密閉体。
【請求項７】
　前記ピストンと前記閉鎖板との係合部分は、環状であって実質的な封止部を形成し、そ
れによって、前記閉鎖板と前記ピストンとの間に前記流体用開口が連通する放出チャンバ
ーが画定され、かつ、前記閉鎖板に形成されて前記放出チャンバーに連通する放出用通路
が形成されている請求項５または６に記載の密閉体。
【請求項８】
　前記流体用開口と協働するとともに前記放出チャンバーから前記流体用開口を通る液体
の流れを阻止するように構成された第１逆止バルブを含んでいる請求項７に記載の密閉体
。
【請求項９】
　前記閉鎖板に形成された空気通路を介して大気に通じる空気用開口が前記ピストンに形
成されている請求項４から８のいずれか１つに記載の密閉体。
【請求項１０】
　前記空気用開口と協働するとともにその空気用開口を介して大気へ至る空気の流れを阻
止するように構成された第２逆止バルブを含んでいる請求項９に記載の密閉体。
【請求項１１】
　前記可動壁は、前記円筒状固定壁の一方端部に連結され、その固定壁の他方端部は、容
器の縁部に係合するための外方延出状周縁フランジを保持している請求項１から１０のい
ずれか１つに記載の密閉体。
【請求項１２】
　前記垂下状スカートの前記内面は、容器の外面における相補的ねじ山と協働するための
ねじ山を保持している請求項１から１１のいずれか１つに記載の密閉体。
【請求項１３】
　前記垂下状スカートの前記自由端部へ連結された一体状切り離し帯を含んでいる請求項
１から１２のいずれか１つに記載の密閉体。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか１つに記載の密閉体によって密閉された複数構成材料用容
器。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の密閉体によって密閉された請求項１４に記載の容器であって、その
容器の外面が１つ以上の外側隆起部である前記切り離し帯によって係合される周縁フラン
ジを保持している容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数構成材料用容器に別々に保存されているがその容器が開けられた時点
で互いに混合される相異なる２種類以上の物質あるいは構成材料を収容する複数構成材料
用容器のための密閉体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数の構成材料、とりわけ二成分構成材料のための容器が使用されるかあるいは望まれ
る多くの分野が存在している。従って、混合物の形態で投与されるが混合物の形態では長
期的には不安定であるいくつかの薬剤組成物がある。それゆえ、このような組成物の構成
材料は、別々に保存されていて、投与の直前にただ単に混合される。この場合に、両方の
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構成材料は一般に液状の形態にあるが、一方の構成材料が固体状あるいは粉末状の形態に
あることもまた可能である。このような容器は、食品市場における用途、とりわけ飲料の
ための用途を見いだすこともできる。従って、例えば缶入りあるいは瓶入りのラガービー
ルおよびライムについて、その飲料を摂取する直前にライムをラガービールの中にただ単
に混合することが好ましい。さらに別の用途の分野は、ある種の髪用染料が、互いに混合
されたときに長期的には不安定である溶剤と顔料とからなっている化粧品業界である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の目的は、安価かつ簡素であり、容器が開けられた時点で容器内の１つの構成
材料と容器内の第２の構成材料とを確実に自動混合することのできる複数構成材料用容器
のための密閉体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明によれば、複数構成材料用容器のための密閉体が、インサート、ピストンおよ
びキャップを含み、インサートおよびピストンは貯蔵槽を画定しており、インサートは、
円筒状固定壁と、そこへ連結され、かつ、上記貯蔵槽の内部におけるガス圧の作用によっ
てそこに関して可動である可動壁とを備え、この可動壁はその中に形成された放出用窓穴
を有し、キャップは、このキャップを容器へ固定することのできる手段によって、垂下状
スカートであるその外縁と一体である閉鎖板を備え、この閉鎖板は、上記インサートへ向
かうこの閉鎖板の動きが同一方向における上記ピストンの動きを引き起こすように、上記
ピストンと協働し、このピストンは、上記円筒状固定壁の内面との間に摺動封止を形成し
、また、上記ピストンと一体であって上記放出用窓穴の中に摺動可能に受け入れられてい
るとともに上記放出用窓穴を封止するバルブ部材を形成している。
【０００５】
　使用に際して、貯蔵槽は、好ましくは液状形態にある１つの構成材料で満たされ、また
、インサートは、この複数構成材料系のさらに別の構成材料が含まれている容器の内部に
置かれる。キャップは、この容器の首部の周りに延びている垂下状スカートのあるこの容
器の頭部に配置される。ピストンは、上記円筒状固定壁の内面との間に摺動封止を形成す
るその外面で上記貯蔵槽の上方部分を画定する。上記バルブ部材あるいは上記ピストンか
ら垂下している栓は、上記可動壁に形成された上記放出用窓穴の内部に摺動可能に受け入
れられ、かつ、その窓穴を封止する。従って、貯蔵槽によって、この容器の内部に、上記
二成分構成材料系の一方の構成材料を収容する封止ずみ成分空間が構成されている。この
容器を開けて、その内容物を混合された形態で送出することが望まれるときには、キャッ
プは、直感とは逆に、まず上方ではなく下方へ動かされる。このようなキャップの、従っ
て上記閉鎖板の下方への動きによって、上記円筒状固定壁の内面との摺動封止を維持しな
がら、貯蔵槽の内部における上記ピストンの下方への摺動移動がもたらされる。ピストン
のこのような移動によって、貯蔵槽の容積の減少がもたらされ、従って、貯蔵槽の内部に
おける内圧の発生の減少がもたらされる。この内圧によって、上記固定壁に対する上記可
動壁の動き、すなわち、上記閉鎖板から離れる上記可動壁の動きがもたらされる。従って
、この可動壁は上記栓に対して下方へ動き、従って、この栓は上記放出用窓穴の内部で摺
動する。可動壁がある距離だけ動くと、この栓は移動して、上記放出用窓穴との係合が解
除され、その後、貯蔵槽の内容物は、重力と貯蔵槽の中に生じた圧力の作用との双方の影
響で、上記放出用窓穴を通って容器の主容積部の中へ放出される。従って、貯蔵槽の内部
における構成材料は、容器の本体の中における構成材料へ添加されて、それと混合される
。その後、キャップは上方へ動かされ、すなわち容器から取り外され、次いで、その内容
物は混合形態で放出される。代わりに、キャップは定位置に残されてもよく、また、容器
の内容物はキャップにおける開口を通して放出されてもよい。
【０００６】
　上記インサートの可動壁は、さまざまな形態を採ることができ、１つの簡単な実施形態
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では、上記円筒状固定壁へ連結されていて上記放出用窓穴が形成されている弾性部材、例
えばエラストマー部材からなっている。貯蔵槽の中で上記圧力が生じると、上記可動壁の
膨張が、従って、その可動壁が上記閉鎖板から離れる動きがもたらされる。代わりの実施
形態では、上記固定壁には、上記可動壁の円筒壁形成部と協働するとともにその円筒壁形
成部と摺動封止状に係合している垂下状円筒部分が含まれている。従って、上記可動壁に
連結された上記円筒壁は、貯蔵槽の内部において圧力の作用の下で互いに対して可動であ
るピストンとシリンダーとによって上記円筒状固定壁へ連結されたさらに別の円筒壁と協
働する。しかしながら、上記実施形態の両方とも、互いに連結された２つの別個の構成要
素によって構成されるインサートが必要であり、また、このことによって、付加的な製造
コストが必然的に生じる。しかしながら、上記の好ましい実施形態では、インサートは、
プラスチック材料、例えばポリプロピレンの一部材成形物から構成されており、また、可
動壁は、反対向きの少なくとも２本の環状折り目によって固定壁へ連結されている。放出
用窓穴はこれらの環状折り目の内側に形成される。圧力が貯蔵槽の内部に作用すると、反
対向きの環状折り目に対するインサートの上記部分の相対回転、すなわち、可動壁が上記
閉鎖板から離れる動きがもたらされる。
【０００７】
　この発明の１つの実施形態では、閉鎖板には上記ピストンを構成する円筒状部分が含ま
れている。従って、上記キャップおよび上記ピストンは、１つの、また、同じ構成要素に
よって構成されている。この場合において、インサートはキャップの円筒状部分に留めら
れているのが好ましいが、このことは、キャップとインサートとを上記容器から単一ユニ
ットとして取り外すことができるということを意味する。
【０００８】
　しかしながら、代わりの実施形態では、別のピストンがあり、そのピストンの一部は閉
鎖板の一部分によって係合されている。使用に際して、このピストンは閉鎖板の下方にあ
り、このことは、このキャップと従って閉鎖板とが下方へ動くと、閉鎖板がピストンに作
用してそれを下方へも、すなわちインサートへ向けて押し付ける、ということを意味して
いる。このような代わりの実施形態では、キャップにとってもピストンにとっても、普通
は容器からまったく取り外されることがなく、また、この場合に、ピストンに流体用開口
が形成されていて、容器の中においてひとたび混合された２種の構成材料の液体の流れが
容器から放出される、ということは都合がよい。
【０００９】
　ピストンと閉鎖板との係合部分は、環状であって実質的な封止部を形成し、それによっ
て、閉鎖板とピストンとの間に上記流体用開口が連通する放出チャンバーが画定され、か
つ、閉鎖板に形成されてその放出チャンバーに連通する放出用通路が形成されている、こ
とが好ましい。
【００１０】
　この密閉体には、上記流体用開口と協働するとともに上記放出チャンバーから上記流体
用開口を通る液体の流れを阻止するように構成された第１逆止バルブが含まれているのが
好ましい。液体は上記放出用通路を通って容器から放出されるので、その容積については
、対応する容積の空気によって置き換えられることが好ましく、また、それゆえ、閉鎖板
に形成された空気通路を介して大気に通じる空気用開口がピストンに形成されているのが
好ましい。この密閉体にはまた、上記空気用開口と協働するとともにその空気用開口を介
して大気へ至る空気および液体の流れを阻止するように構成された第２逆止バルブが含ま
れているのが好ましい。
【００１１】
　上記インサートを簡単な方法で容器の中に位置決めして配置することを可能にするには
、可動壁が連結される端部に対向する円筒状固定壁の端部が、容器、例えば瓶の縁部に係
合するための外方延出状周縁フランジに保持されることが好ましい。このことは、同フラ
ンジを容器の送出用開口の周りに延出している上記縁部に位置決めすることで、インサー
トを容器の内部に容易に置くことができる、ということを意味する。
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【００１２】
　この密閉体は、固定するためのいずれかの周知手段によって容器へ固定することができ
るが、上記垂下状スカートの内面に、容器の外面における相補的ねじ山と協働するための
ねじ山が保持されているのが好ましい。密閉体がねじ山によって容器に保持されるのが好
ましいときには、キャップの下方への必要な動きは、キャップをねじ緩めてそれを容器か
ら取り外す前にキャップを容器にさらにねじ込むことによって達成される、ことは言うま
でもない。キャップのこのような下方への動きが不注意で悪影響を及ぼすことがないこと
を、すなわち、ある時点では２種の構成材料の混合が実際には必要でないことを保証する
ためには、この密閉体に、上記垂下状スカートの自由端部へ連結された一体状切り離し帯
が含まれているのが好ましい。使用の際には、この切り離し帯が容器の外面における周縁
突出部あるいは周縁隆起部に係合し、それによって、密閉体の下方への動きが阻止される
。このような切り離し帯は、容器密閉体の分野における慣用のものであり、また、容易に
こわすことのできる１つ以上の一体状のウェブあるいはブリッジによって密閉体の残部へ
連結された環状帯から構成されている。このような切り離し帯には、ユーザーが容易につ
かむことができ、簡単に引き上げることのできる隆起状のタブあるいはラグが慣行的に含
まれていて、それによって、その切り離し帯が徐々に取り外されるとともに上記のウェブ
あるいはブリッジがこわされる。切り離し帯が取り外されると、キャップが上方へ動く前
に、すなわちキャップを容器からねじ外す前に貯蔵槽の内容物を容器の中へ放出するため
に、キャップは下方へねじ込むことができる。
【００１３】
　上記のように、インサートにとっては、キャップが取り外されるのと同時に容器から自
動的に取り外されるのは都合がよいが、その理由は、さもなければ、容器を開けることに
よって２つの別のステップ、すなわち、インサートの取り外しステップに続くキャップの
取り外しステップが必要になると思われるからである。このことを達成するためには、イ
ンサートはキャップの円筒状部分に留められているのが好ましい。このことは、上記円筒
状固定壁の内面に内方隆起状ビードを設けるか、あるいはその上方端部に浅い周縁フラン
ジを設けることによって、また、キャップの円筒状部分の下方端部から外方へ延出する同
様のビードあるいは周縁フランジを設けることによって、容易に達成することができる。
従って、容器の開放の間にキャップが上方へ動くと、キャップの円筒状部分は、２つのビ
ードあるいは円筒状フランジが接触するまでその円筒状固定壁の内部を摺動し、その後、
キャップの連続的な上方への動きによって、インサートの上方への動きもまたもたらされ
、それによって、これら２つの構成要素は同時に取り外される。
【００１４】
　この発明はまた、上記の型の密閉体によって密閉された複数構成材料用容器をも含んで
いる。この容器は実際には瓶のようなものであり、また、この瓶は、その上方端部に首部
があり、それによって、瓶の上方端部の直径がその下方端部の直径よりも小さいものであ
る型のものであってもよく、あるいは、広口型のものであり、それによって、瓶の直径が
その全長にわたって実質的に連続状のものであってもよい。
【００１５】
　密閉体に切り離し帯が含まれている好ましい実施形態では、容器の外面に１つ以上の外
側隆起部、例えば、その切り離し帯によって係合される周縁フランジが保持され、それに
よって、その切り離し帯が取り外されるまで、容器に対するキャップの下方への動きが阻
止される。
【００１６】
　この発明のさらに別の特徴および細部は、添付図面を参照して例示として与えられる２
つの特定の実施形態についての以下の説明から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明による密閉体によって密閉された容器の上方部分の、貯蔵槽の内部に収
容された構成材料の放出前における横断面図である。
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【図２】貯蔵槽の内容物の放出後における可動壁の位置を示している、図１に類似した図
である。
【図３】変更された密閉体が備わった髪用染料送出器における、図１に類似した図である
。
【図４】貯蔵槽の内容物の放出後における図３の容器を示している、図２に類似した図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　初めに図１によれば、容器、典型的には瓶に首部２が含まれており、この首部は、瓶の
送出用開口の周りに延出するリム４で、上方向の末端を形成している。首部２の外面には
ねじ山６が設けられ、また、このねじ山の直下には環状突出部あるいはフランジ８が配置
されているが、その目的は以下で論じられる。この瓶は、２つの別々の構成要素、つまり
キャップ１０とインサート１２とが備わっている密閉体によって密閉されている。キャッ
プ１０はほぼ円形のカバープレート１４によって構成されており、このカバープレートの
外縁部と一体であるのは垂下状スカート１６であり、このスカートの内面に形成されてい
るのはねじ山１８であり、このねじ山は、この瓶の首部におけるねじ山６と相補的なもの
であり、また、定位置ではそのねじ山６と噛み合っている。スカート１６の自由端部と一
体であるのは切り離し帯すなわち改ざん顕示帯９であり、これは、周縁に間隔を置いて配
置されたこわれやすいいくつかのブリッジによって、あるいは、この事例のように、薄く
て容易に切り離すことのできるウェブ１１によって、上記垂下状スカートへ連結されたプ
ラスチック材料からなる環状ストリップから構成されている。切り離し帯９は、円周方向
には不連続であり、また、その端部の一方には、隆起状タブか、あるいはユーザーがこの
切り離し帯を容易につかむことのできる他の何らかの手段が含まれている。カバープレー
ト１４には、ピストンを構成するとみなすことのできる円筒形状の中央陥没部分２０が含
まれている。円筒状部分２０の基部の下側面と一体であるのはカップ状部分２１であり、
その下側面と一体であるのは垂下状円形断面のバルブ部材すなわち栓２２である。円筒状
部分２０の外面の下方端部と一体であるのは環状ビード２４であり、その目的は以下で論
じられる。
【００１９】
　インサート１２には、例えばポリプロピレンからなる一部材プラスチック成形物もまた
構成されている。それには、円筒状静止壁２６が含まれており、その外径はこの瓶の首部
２の内径に実質的に等しい。円筒状壁２６の上方端部と一体であるのは、外方へ隆起して
いる放射状フランジ２８である。図からわかるように、このインサートは、フランジ２８
をリム４の上に載せることで、瓶の中に容易に位置決めして保持することができる。円筒
状壁２６の下方端部と一体であるのは、横断面がほぼＬ字形状のものである環状連結部分
３０である。この連結部分３０の内縁と一体に連結されているのは可動壁３２である。こ
の連結は、反対向きの２つの環状同心一体型ヒンジすなわち折り目３４によるものである
。可動壁３２の中心に形成されているのは放出用窓穴３６であり、これは上方へかつ内方
へ延出する一体型環状リップ３８によって画定されている。円筒状壁２６の内面の上方に
形成されているのは内方へ延出している環状ビード４０であり、これは円筒状部分２０に
おいて上方へ延出している環状ビード２４と相補的なものであり、また、それと協働する
ものである。
【００２０】
　瓶の製造および充填と瓶への密閉体の取り付けとの後には、密閉体は図１に示された形
態にある。従って、２つのねじ山６および１８は噛み合い係合状態にあり、それによって
、キャップが瓶にしっかりと保持される。切り離し帯９は周縁フランジ８の上面に係合し
ており、それによって、キャップ１０は瓶の首部にさらにねじ込まれることがない。この
瓶には、液体二成分系の一方の構成材料が含まれており、その他方の構成材料は、インサ
ート１２とキャップの円筒状部分２０とによって画定された貯蔵槽の中に収容されている
。貯蔵槽は、円筒状部分２０の外面と円筒状壁２６の内面との間における封止係合によっ
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て封止されており、また、栓２２の外面と放出用窓穴３６を画定しているリップ３８の内
面との間における封止係合によって、封止されている。混合された形態で容器の内容物を
送出することが望まれるときには、切り離し帯９がまず取り外される。このことを達成す
るために、切り離し帯９の自由端部はつかまれて引き上げられ、これによって、切り離し
帯９がもはや垂下状スカート１６へ連結されていない状態になるまで、ウェブ１１の漸進
的切り離しが行われる。この帯９は、ここで瓶から取り外されて廃棄される。このキャッ
プは、ここで瓶の首部の上にさらにねじ込まれてもよく、また、このことが行われると、
キャップの円筒状部分２０によって構成されたピストンは、円筒状固定壁２６によって構
成されたシリンダーの中へ下方に動き、それによって、貯蔵槽の内部に増大した圧力が発
生する。この圧力は可動壁３２に作用するとともに、このようにして作られた力によって
、それぞれの折り目３４のそれぞれの側における一対の環状ウェブあるいは環状板の反対
方向への回転がもたらされる。この回転運動すなわち折り目３４の展開によって、可動壁
３２の下方への動き、従って、上記栓の表面に沿ったリップ３８の下方への摺動運動がも
たらされる。ある量の動きが生じた後に、栓２２は穴３６から外れるとともに、上記可動
壁は図２に示された位置を占める。貯蔵槽の内部はここで、容器の内部と連通し、それゆ
え、貯蔵槽の内容物は、貯蔵槽の中に生じた過剰な圧力の作用と重力の作用との両方によ
って、窓穴３６を介して容器の本体の中へ放出される。従って、上記２つの構成材料はこ
のとき、容器の内部で互いに混合される。キャップはここで、それをねじ緩めることで瓶
から取り外され、また、それが上方へ動くと、円筒状部分２０は円筒状壁２６に対して摺
動する。しかしながら、円筒状部分２０が図１に示された位置へ再び到達すると、上記２
つの環状ビード２４および４０は互いに係合する。これらは、ビード４０がビード２４を
越えて摺動することができないような寸法にされているので、キャップ１０の連続的な上
方への動きによって、インサート１２の上方への動きもまたもたらされる。従って、キャ
ップとインサートとは、互いに連結されているとともに、単一ユニットとして容器から取
り外される。混合された容器の内容物はここで放出される。
【００２１】
　変更された実施形態では、円筒状壁２６の内面の下方端部に、浅い環状凹部（図面には
示されていない）が設けられている。ピストン２０が下方へ動くと、環状隆起部２４はこ
の凹部の中へ係合するが、このことは、キャップが、上方向において瓶から実質的に取り
外されると、インサート３０がそれとともに直ちに動き始める、ということを意味し、ま
た、キャップとインサートとの相対運動はまったく起こらない、ということを意味してい
る。
【００２２】
　上記の説明は、２構成材料系のための容器についての密閉体に関するものである。しか
しながら、きわめて類似した密閉体を３種類あるいはそれ以上の構成材料からなる系につ
いて使用することができる、ということはわかる。従って、３構成材料系の場合には、イ
ンサートは、貯蔵槽を隔離された２つの区画室に分ける一体型直立状ウェブをそれに設け
ることによって、変更することができる。それぞれの区画室の基部は、反対向きの２本以
上のそれぞれの折り目によってインサートの残部へ連結されたそれぞれの可動壁で構成す
ることができる。それぞれの可動壁の内側に形成されているのは、それぞれの放出用窓穴
であり、また、円筒状部分２０から一体状に垂下しているのは、関連する放出用窓穴の内
部に摺動可能に収容されたそれぞれの栓２２である。使用に際して、これら２つの区画室
は、それぞれの液体構成材料で満たされ、また、３種の構成材料が互いに混合されると、
キャップは再び下方へねじ込まれるとともに、増大した圧力によって、両方の可動壁の下
方への動きがもたらされ、従って、密閉体の内部に収容された両方の構成材料は、容器の
本体の内部におけるさらに別の構成材料の中へ投入される。
【００２３】
　図１および図２を参照して説明された第１実施形態は例えば飲料容器とともに使用する
ことを意図するものであるが、図３および図４に示された第２実施形態は髪用染料ととも
に使用することを意図するものである。第２実施形態は、第１実施形態と類似しており、
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同一の参照符号は類似した構成要素のために使用されているが、いくつかの重要な観点で
は第１実施形態とは異なっている。すなわち、まず、第２実施形態におけるピストンは、
キャップの一部分によって構成されているのではなく、別のピストン部材５０によって構
成されている。ピストン部材５０には環状フランジ５２が含まれており、その外縁は円筒
状壁２６の内面と摺動接触している。
【００２４】
　フランジ５２の内縁は、バルブ部材すなわち栓２２であるその下面の中心から垂下して
いるカップ型の垂下状部分と一体である。フランジ５２の上記カップ状部材との接合部は
環状の突出部すなわち肩部５４を構成しており、この肩部は、キャップの閉鎖板１４によ
ってもたらされた下方向きの環状面５６によって上方から係合されている。この面５６の
内方に位置しているのは垂下状の環状弾性フランジ５８であり、このフランジの外面は、
ピストン５０の上記カップ状部分の内面の上方部分に封止係合されている。従って、閉鎖
板１４とピストン５０とによって、実質的に封止された放出チャンバー６０が画定されて
いる。このチャンバー６０は、アプリケーターを連結することのできる直立状チューブ６
４によって画定された放出用通路６２を介して、大気に通じている。このチャンバー６０
は、流体通路６６を介して容器の内部にも連通しており、液体が容器の内部から放出チャ
ンバー６０の中へ流れることができるが反対方向には流れることができない任意の好まし
い型の逆止バルブ６８によって選択的に閉鎖されている。また、ピストン５０の中に、と
りわけ上記のバルブ部材すなわち栓２２の中に形成されているのは、空気流通路７０であ
り、この通路は、空気が容器の内部へ流れることができるが反対方向には流れることがで
きないように配置された逆止バルブ７２と協働する。空気流通路７０は、閉鎖板１４から
垂下しているチューブ７６によって画定された空気流通路７４の一方端部と連通しており
、空気流通路７４の他方端部は大気に通じている。
【００２５】
　使用に際して、容器の本体には、二成分構成材料からなる髪用染料の一方の構成材料、
すなわち、溶剤あるいはキャリヤ液が収容されている。この染色用物質自体は、ピストン
５０とインサート１２とによって画定された貯蔵槽の中で、液状形態に収容されている。
この髪用染料を使用することが求められると、切り離し帯９が取り外されて、キャップ１
０が下方へねじ込まれる。キャップのこのような下方への動き、従って、閉鎖板の下方へ
の動きは、表面５６と肩部５４を介してピストン５０へ伝えられ、また、従って、ピスト
ン５０はインサート１２へ向かって下方へ動く。その結果として、貯蔵槽の中における圧
力が増大し、図４に示されたように、窓穴３６の周りのリップ３８がバルブ部材２２の表
面との係合から外れる。ここで、染料物質は、流れ、かつ／または貯蔵槽から放出されて
、容器の中における溶剤と混合されることになる。容器が可撓性型のものであることが好
ましいときには、容器はここで倒立されて、圧力がその側壁へ加えられる。このことによ
って、流体通路６６を通って流れ、それによって、逆止バルブ６８が開放されて放出チャ
ンバー６０の中へ入る、混合された髪用染料の調合品がもたらされる。この調合品はその
後、放出用通路６２から流出し、次いで、放出用チューブ６４へ取り付けることのできる
アプリケーターの中へ流入する。この染料はその後、ユーザーの髪へ塗布される。容器の
壁における圧力が緩和されると、この壁はその初めの位置へ戻り、空気が、空気通路７４
および７０、逆止バルブ７２を介して容器の内部へ吸い込まれる。再び始まる圧力の付加
によって、さらに別の髪用染料が流体通路６６および放出用通路６２を介して放出される
ことになり、また、逆止バルブ７２によって、染料物質が空気通路７０を介して放出され
るのが阻止される。従って、この密閉体は、容器の口部におけるもとの位置に残り、また
、通常は取り外されることがない。
【００２６】
　上で説明された２つの実施形態に多数の変更を行うことができる、ということはわかる
。図示されていない１つの変形例では、改ざん顕示手段としても作用する切り離し帯９は
、切り離されることが意図されていないが、こわれやすくてもろい１つ以上のブリッジに
よってキャップの残部へなお連結されている帯によって、置き換えられる。この改ざん顕
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示帯の下面は、横断面で見たときに上方および内方へ傾斜しており、また、容器における
周縁フランジ８の上面は同じように傾斜している。この容器を開けてその内容物を混合す
ることが望まれると、上記改ざん顕示帯は引き離されることがなく、代わりに、キャップ
は下方へ容易にねじ込まれる。改ざん顕示帯と容器のフランジとの対向する傾斜面によっ
て、外方へ製造されているキャップの下方移動あるいは改ざん顕示帯の隆起状運動がもた
らされ、この改ざん顕示帯は、容器における上記フランジにわたって下方へ摺動する。上
記のこわれやすいブリッジが上記周縁フランジの下方コーナーを通り過ぎると、貯蔵槽の
内容物が容器の本体の中へ放出される時間だけ、改ざん顕示帯の上面は周縁フランジの下
面の真下に係合する。その後、キャップがねじ緩められ、従って上方へ動くと、こわれや
すいブリッジはこわれるし、また、改ざん顕示帯はその後、周縁フランジの真下である容
器の首部の周りの位置に残り、従って、改ざんの証拠、あるいは容器の構成材料がすでに
混合された証拠をもたらす。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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